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1. はじめに ‐奉一切有為法躍供養也 i‐ 
 
 宮城県南三陸町戸倉地区の水戸辺漁港は、南三陸金華山国定公園の中ほどに位
置するちいさな漁村集落である。リアス式海岸の美しい入り江には椿島と竹島が
仲良く並んで浮かんでいる。水戸辺は、入り江の漁港を囲んで 30 戸ほどの家々が
集住し、牡蠣やわかめの養殖を生業に日々の暮らしをつくっていたのだが、 2011
年の津波で、高台の１軒だけを残し、集落は全壊滅となった。 
 水戸辺集落の高台には、1724（享保 9）年に建てられた行山流鹿躍りの供養塔が
あり、水戸辺の漁師は現在でも、鹿躍りを継承している。供養塔には、「奉一切有
為法躍供養也」と文字が刻まれており、地域の人びとによれば、この世の一切を
躍って供養するという意味だと伺った。一切とは、人間や動物だけではなく、お
よそ森羅万象のすべてを意味する。つまり、山野河海、樹木や土、石、風、光、
火といったこの世の現象すべてのことであり、そこには津波も含まれるであろう。
水戸辺の人びとは、人の犠牲だけではなく、山野河海をも、人と同じように供養
してきたのである ii。 
 鹿躍り（シシオドリ）は、宮城県と岩手県南部の旧伊達藩領 iiiに分布する鎮魂
の芸能である。日本各地に獅子舞いはあるが、その多くは正月の門付け、あるい
は秋の収穫時期に五穀豊穣を感謝する奉納舞いであり、獅子舞いの場合のシシ ivと
はライオン（唐獅子）のことで、関東地域では唐草文様の布を纏った獅子舞いが
よく知られている。一方、旧仙台藩領に分布する鹿躍りは、文字通り「鹿」であ
り、こちらは墓躍りという演目が示すように、彼岸に舞われる死者供養のための
芸能である。鹿躍りは、腹部に太鼓を抱え、背中にはササラと呼ばれる長い竿状
の御幣を付け、また装束には伊達家の九曜紋を染め入れているものが多い。  
 宮城県南三陸町戸倉字水戸辺は、行山流鹿躍りの発祥の地として知られており、
戸倉村の藩士であった伊藤持遠伴内 vが現在の宮城県北から岩手県南地域に行山流
鹿躍りを広めた元祖と伝えられている。被災した水戸辺集落は、現在、高台移転
にともなう再建の途上である。震災後、鹿躍りの衣装や太鼓といった祭りの道具
類も流出したのだが、水戸辺の漁師によって拾い集められ、鹿躍りは供養の躍り
故に、震災後の南三陸町では最初の復活をとげている。 
本論では、鹿躍りのはじまりにまつわる経緯を検証し、南三陸の人びとが厄災
とどのように向き合ってきたのかを歴史・社会、民俗双方の視点から照射する。  
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鹿躍りのはじまり ‐供養塔が建てられるまで‐ 
 
 伊達藩の記録によれば、1724（享保 9）年に水戸辺の鹿躍り供養塔が建てられる
までの 50 年間だけでも、海難事故、津波、飢饉、大火などが連続的に起きている
ことがわかる。とりわけ、供養塔が建てられる 2 年前には極めて深刻な飢饉が戸
倉村を襲っており、荒町、西戸、折立（現在の戸倉地区内の字集落）が餓死でほ
ぼ全滅という記述が見られる。町誌などの資料では、この供養塔はしばしば「鹿
躍り発祥の碑」と記述されてきたが、供養塔が設置された時期、すでに伊藤判内
持遠は最晩年期か、死後ということが推察されるので、鹿躍りの発祥時期はもう
少し年代が遡るのではないかと、筆者は考える。戸倉村の伊藤が行山流鹿躍りを
各地に広めたことは岩手県一関市の舞川や金ヶ崎にまつわる文書が伝えているが、
それよりもむしろ、この供養塔は、大凶作によって亡くなった村人たちを弔うた
めの供養碑だったと考える方が妥当であろう。1722 年（享保 9）の凶作は、全国
的にも凶作や疫病の流行った年で、多くの餓死者や疫病による死者が出ている。vi
近世の飢饉は頻発していたが、1722 年の大凶作は、かなり深刻な状況であったこ
とが年表からも伺える。こうした数多くの犠牲者を弔うために、鹿躍りは奉納さ
れたのである。 
 
1707 年（宝永 4） 小泉・歌津・荒砥・長清水・十三浜・諸浜の漁船十九、 
漁夫二八三人、暴風に漂流し行方知れず 
1722 年（享保 7） 戸倉村大凶作。荒町・西戸・折立等住民は流浪又は、餓 
死してほとんど全滅と伝える 
1723 年（享保 8） 志津川に大火（四四六戸焼失） 
1724 年（享保 9） 行山流鹿踊供養塔が戸倉水戸辺に建てられる 
1725 年（享保 10）   水戸辺村肝入・久右衛門が「水戸辺村永代留帳」を書き 
上げる 
1730 年（享保 15）  宮城•本吉・牡鹿・桃生四郡に津波 
1951 年（宝暦元） 本吉・桃生・牡鹿地方に津波 
1755 年（宝暦 5） 洪水と冷害によって大凶作（山内甚之丞が飢えに苦しむ村内 
の人毎に粟一斗を与え、そのため入谷村では一人の餓死者も 
みなかったと伝える） 
（参照 『歴史の標 志津川町誌Ⅲ』志津川町、1991。） 
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2.「鹿踊り viiのはじまり」をめぐって 
  
  震災後、過去の大津波の歴史につ
いて調査をしていたところ、水戸辺川
上流域の在郷集落で、慶長津波の記憶
が残っていることがわかった。伝承者
は、在郷の西條實氏（84）で、幼少の
ころに祖父吉次氏から慶長津波の言
い伝えを聞いていた。村会議員を務め
た祖父が亡くなる前に、在郷へ到達し
た慶長津波のあらましを書き残して
いたのだが、2011 年の津波で流出し
てしまい、西條氏が辛うじて記憶して
いるお話を、現場を踏査しながら伺う
ことができた。 
在郷集落は、2011 年の津波被害が
町内でもっとも大きく、98 軒あった
集落は流され、残ったのは 1 軒だけだった。52 名が亡くなっている。在郷集落は、
海岸線から内陸 3－4 キロほどの距離に位置していたため、在郷で暮らす方々の実
感としては「ここまで津波が来ることはないだろう」というものだったろう。大
震災の日、西條氏は鳴子温泉へ出かけていたため、無事であった。しかし、自宅
へいたお孫さんとお嫁さんが津波の犠牲となった。温泉での保養をすすめてくれ
たのは、亡くなったお孫さんだった。西條氏は、祖父から慶長津波のことを教え
られ、その津波の危機を、自分の孫に伝えられなかったことを、悔やんでおられ
た。 
慶長津波とは 1611（慶長 16）年 11 月 4 日に発生した地震によって、三陸沿岸
部を襲った巨大津波のことである。従来は 1933（昭和 8）年に起きた昭和地震と
同程度の震度 5 であると考えられていた。しかし、近年の調査ではでは 2011 年に
匹敵するような激甚災害であった可能性が指摘されている viii。こうした調査を裏
付けるように、南三陸町戸倉地区在郷に伝承されていた慶長津波の到達地点は、
2011 年の津波よりも、さらに１キロ程度奥まで到達していた。また、南三陸に残
されている津波地名と照合してみても、現在の海岸線から 6 キロから７キロほど
内陸まで津波が入り込んでいることが分かっている。現在の海岸線は近世からの
 
水戸辺集落の鹿躍り供養塔。漁師の 
村岡賢一さんが花を手向けている様子  
(撮影：山内  2012) 
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埋め立てによって位置が変化しており、慶長期にはもっと海岸線が陸地に入り込
んでいたことを考えあわせたとしても、慶長津波規模は非常に大きかったことが
推察される。こうした津波記憶は、〈民俗知〉として被災地域にはかなり多く残っ
ているのだが、村の人びとにとって文字の読み書きが満足ではなかった時代、文
書として残ることは珍しく。そのため、実証困難な津波の口承伝承は、歴史資料
として取り上げられることは、現在でもほとんどない。地域には、人の「生き死
に」に関わる大事な言い伝えが遺されていることがあり、それはしばしば地名と
して、未来の人びとに警鐘を促していることがある。このことの意味を、東日本
大震災以後の歴史学は、いま少し現実の課題として捉える必要があるだろう。お
そらくそこには、文書の実証以上に切実な、口伝えでも、何としても継承しなけ
ればならない重大な出来事が孕まれているからである。 
 
以下、水戸辺川流域の在郷集落から水戸辺集落までの位置と、慶長、東日本大
震災の津波到達点を地図に示す。 
 
 
南三陸町戸倉地区水戸辺 西條實氏の聞き書きより起こした地図（作成 山内） 
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3.伊達藩の新田開発 
 
 さて、先にあげた地図の在郷上から在郷下の地域は、慶長津波以後に伊達藩の
検地が行われ、後に新田開発がはじまった場所である。地図の等高線の空白が示
すように、在郷周辺が広く開墾されていることがわかる。仙台藩の資料よりかい
つまんで慶長津波後の水戸辺流域圏の復興に関わる部分を年表に書き出してみる。 
 
1611 年（慶長 16） 三陸地方で強震。津波の被害大（伊達藩領内で死者 1783 人） 
1618 年（元和 4） 政宗領内巡検。5 月 24 日～25 日頃志津川に逗留 
1626 年（寛永 3） この頃、入谷に中村日向・大越勘五郎、戸倉に河東田十兵衛が移住 
1640 年（寛永 17） この頃、戸倉在郷では、河東田十兵衛によって海に向かって新田開
拓 ：下線引用者 
1650 年（慶安 3） この頃、高橋仁左衛門により清水川街区割りが行われる 
1700 年（元禄 13） 水戸辺住人、伊藤伴内持遠を元祖として行山流鹿踊（八鹿踊り）各地
に広まる 
（参照 『歴史の標 志津川町誌Ⅲ』志津川町、1991。） 
 
 残されている歴史資料は少ないが、仙台藩の記録から読み取れることを、若干
検討してみる。 
 1611 年の慶長津波の後、仙台藩での災害復興事業が各地で行われたが、こうし
た復興事業はしばしば検地を伴って展開された。1631 年（寛永 9）より、仙台藩
では江戸への回米がはじまっている。いわば、米の販売、輸出事業である。こう
した背景に伴って、伊達政宗の時期、仙台藩領では段階的に新田開発が着手され
ている。慶長津波から 7 年目の 1618 年（元和 4）に伊達政宗が、現在の南三陸へ
巡検に訪れている。このしばらく後から、仙台藩より役人が移住し、本格的な新
田開発がはじまることになる。慶長津波から 40 年後の 1650 年には現在の志津川
町市街地の原型ともなる街割り（都市計画）が策定されていることから、概ね、
慶長津波後の 100 年ほどをかけて、新田開発と町並みづくりが展開されたことに
なる。 
 つまり、現在の南三陸地域に、それまでにはなかった開発事業が入ってくる契
機となる出来事が、慶長津波なのであり、長い年月をかけて行われた復興事業と
して、在郷集落の新田開発が行われたのである。もっとも、日本でもっとも冷害
による凶作が多いと言われる三陸沿岸部での稲作は容易でなかったことは、推察
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できる。三陸は、夏の季節に「やませ」という冷たい風が海から霧のように立ち
上り、田んぼを冷却してしまうため、凶作ともなるとその被害は甚大であった。
仮に新田開発がはじまったとしても、稲作を安定的におこなうことは極めて困難
なことであり、そのため、三陸沿岸で暮らす人びとの生業とは、田畑の他、養蚕、
炭焼き、漁業といったように一つの家族で多種多様な仕事を持って暮らしていた。
そうした暮らしのあり様が、伊達藩の検地と新田開発以後、変容したことが推察
できるだろう。藩の行った新田開発とは、お上に上納する年貢を増やす政策に基
づくものだからである。 
 
4.新田開発から鹿躍りまで 
 
 さて、1640 年ごろから藩の事業としておこなわれた新田開発がいつごろ「完成」
したのかは分かっていないが、山林を伐採し開墾されたことを考えれば、ゆうに
半世紀の月日を要したであろう。そして、いわば慶長津波以後の復興事業の終盤
ともいえる 1700 年ごろに、鹿躍りが各地に広まっていることが年表から読みとれ
る。このことの意味をすこし考えてみたい。あるいは、1719 年の記録には、現在
の南三陸地域に山岳信仰碑が建ちはじめている。鹿躍りの広がりと修験の流入に
ついては、機会を別に譲りたいが、鹿躍りが鎮魂供養の奉りということを考え合
わせても、接点の可能性は考慮したほうがよいかもしれない ix。 
 ここまでの議論から、鹿躍りのはじまりにまつわる、以下の仮説を提示してお
きたい。 
①  三陸沿岸部は、ヤマセの気候風土から、水田稲作の凶作多発地帯であるが、
新田開発後の凶作が深刻だったのではないか。1722 年の大飢饉の発生は、
大規模な新田開発が影響し、多くの餓死者を出してしまったのではないか。
こうした開発を伴う飢饉の供養のために鹿躍りははじまっているのではな
いか。 
 
②  新田開発を進めるに当たり、山を切り開く必要があり、そこは鹿などの住ま
う場所であることから、「山の神」を鎮めるための、開発に伴って鹿供養の
奉納を広めたのではないか。 
 
 以上の 2 点である。 
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前者①は、仙台藩の新田開発事業が起因となって、凶作という「人災」が引き起
こされたのではないかという仮説であり。後者②は、水戸辺川流域圏の新田開発
が当時としては広範囲だったこともあり、山を切り開くにあたり、鹿躍りを奉納
することで開発の許しを「山の神」に懇願しているのではないか、という仮説で
ある。いずれにせよ、ここで指摘したいのは、鹿躍りの発生と新田開発をめぐる
背景である。こうした議論の論証は、歴史資料が極めて限られているため、実証
的研究は難しいのであるが、いくつかの複線をひいて、ひとまず本論を締めくく
り、次につなげたい。 
 
5.むずびにかえて‐《鹿躍り》のはじまり－ 
 
 江戸後期、現在の東北地方を旅した菅江真澄（1754 年 宝暦 4-1829 年 文政 12）
は、紀行文『けふのせばのの』に次のように書き残している。 
 
 男ら、鹿は世におもしろきもの也。何がしの神の夜みやありつるに、こもりあ
かしたるあした、笛つゞみの声にうかれて、放ちたる野がひの馬にまじりて、角
ふりたてておどりゝめぐるを、この小童めがさかびしまま、木山の中にみなとび
入ぬ。…(引用者‐中略)…さるゆへ世中に在る獅子舞は、鹿踊を見てはじめたる
といふが誠ならんとかたる。 x 
 
 菅江真澄は、1785 年秋から現在の秋田県男鹿から岩手、和賀を通って仙台領へ
と歩いている。現在の安代町で曲田という村の宿で、この話を書いている。村祭
りの夜に、笛や鼓の音と一緒に人だけではなく、馬にまじって鹿も踊っていたの
を、子どもが叫んでしまったため、山に飛びかえってしまったという話である。
これは、鹿踊りのはじまりにまつわる議論では、しばしば「遊戯譚」と呼ばれる
が、こうした前提知識をもとに、宮沢賢治が作品を書いたと言われている。  
 宮沢賢治の童話『鹿踊りのはじまり』は、童話集『注文の多い料理店』の最後
の 1 篇に収録されており、その後の宮沢賢治の思想を考えるうえで重要な役割を
担う作品である。宮沢賢治の思想は「農民芸術概論綱要」へと昇華したが、死者
をめぐる対話と農民芸術の淡いに鹿踊りは位置づいており、風土に生きるひとの
化身が鹿躍りに反映されているとも言える。 
『鹿踊りのはじまり』には、冒頭、嘉十とおじいさんたちの次のような話では
じまっている。 
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そこらがまだまるつきり、丈高い草や黒い林のままだつたとき、嘉十はおぢい
さんたちと北上川の東から移ってきて、小さな畑を開いて、粟や稗をつくつてゐ
ました。あるとき嘉十は、栗の木から落ちて、少し左の膝を悪くしました。そん
なときみんなはいつでも、西の山の中の湯の湧くとこへ行つて、小屋をかけて泊
まつて療すのでした。 xi 
 
主人公の嘉十は、北上川の東側から開拓のために移住してきた人びとの一人で
ある。開拓や入植は宮沢賢治の隠れたテーマではあるが、本作品も例外ではない。
彼らはアワやヒエを栽培し、山の木の実などの採集で暮らしをつくっていること
が語られている。嘉十の暮らしは、稲や田んぼの風景とは無縁である。新田開発
以前の暮らしぶりのなかで、鹿踊りの舞台は設定されている。 
賢治の創作童話「鹿踊りのはじまり」にどれほど現実の起源譚が考慮されてい
るのかは、宮沢賢治研究者の中にいくつか議論があるのだが、すくなくとも、山
を開墾しに訪れた新参者と、山に住む鹿の間の交流譚であり、現実的な話はそう
穏やかなものではない。自然を侵犯しにひとは、山へ分け入るからである。ここ
で展開されている物語は、賢治自らが広告文で語ったように、「まだ剖かれない」
の物語であり、「ひとは自分と鹿との区別を忘れ、いっしょに躍らうとさへ」する。
栗の実拾いへ行き、怪我をするのは、ひとが自然から食糧を受け取るときの必然
であり、それは海へ漁に出る人びとも似ている。海や山との「経済」とは、自分
の命との交換原理となる。人間が自然と分かたれずに暮らしていたころ、生と死
の振れ幅はつねに身近なものであった。 
 なぜ、北東北一帯の鹿踊りの背景には、開墾と鎮魂が埋もれているのか、依然
としてさだかではない。だが、人間の犠牲のみならず、一切を躍って供養すると
いう心性の中に、広く、奥行きのある世界観が埋もれているように思えるのは、
筆者だけではないだろう。そこには恐らく、自然と向き合ってきたひとの身を引
き裂くような葛藤があるのかもしれない。そして、この土地で生きた人びとが、
災害とどのように付き合ってきたのかを知るカギともなろう。 
 かつて歴史家の網野善彦は、逆さまの日本地図に朝鮮半島からサハリンへ至る
壮大な内海世界に生きる海民の暮らしを論じた。「鎖国」という言葉に呪縛され、
大陸から孤立した文化圏に捉えられがちだった列島の民衆世界が、じつは壮大な
海の交易と共にあったことを示した。  
 一方、列島弧の外側に位置する《三陸世界》が向き合う環太平洋は、内海とい
うにはあまりにも広く、絶望的なほどの無限が広がっているように思える。そこ
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にも、おそらく無限大の海と生きるための術があったのであり、《三陸世界》に
遍在する鹿躍りの中にも、何がしかの思惟が沈めこまれているであろう。それが、
冒頭にあげた「奉一切有為法躍供養也」である。地震が大地を引き裂けば、ひと
も傷つくことを、この文言は語り尽くしている。開発で山が傷つけば、シシもひ
とも傷つくという、近代社会に生きる私たちには、ただちに理解しがたい論理が
そこにはある。  
 いま、東日本大震災以後の三陸は、かつての《三陸世界》を失うほどの勢いで、
「開発」が進められている。高台移転に伴って山々は削られ、河川は道路に切り
替わり、新しい高速道路が通り、10 メートルを超える盛土が沿岸部を埋めてい
る。山を削られ、住処を失った動物が毎日のように里に降りてくるようになった。
かつて三陸に生きた人びとは、この「開発」という行為の向こう側に、いったい
何を見ていたのであろうか。なにを教えてくれているので、あろうか。  
 
 
                                                   
i「奉一切有為法躍供養也」は、文字通り解釈すると「有為法（諸行無常）」の部分の意味が通らな
くなってしまう。無理に解釈しようとすれば「諸行無常の一切」ということになるだろうか。こ
こでの諸行無常は、この供養塔が建てられる 2 年前の大飢饉のこと示しているのではないか、と
も考えられようが、ひとまず、水戸辺の人びとが伝えてきた「生きとし生けるものたちを躍って
供養する」という意味をここでは採用する。  
ii 漁師らの山野河海への祈りは、重要である。海で暮らす人びとの「犠牲」の捉え方や自然への
畏敬の念は近代的価値意識とは異なる側面が多々あり、魚を獲って暮らす漁師のコスモロジー全
体を包含するのであるが、これらの検討は、現在では「民俗学」や「人類学」の研究範疇としか
なっていない。近代社会が考慮すべき世界観があるように思える。  
iii 旧伊達藩は、現在の愛媛にも飛び地を持っており、装束や躍りに違いはあるが現在でも鹿躍り
が継承されている。  
ivシシとは「四肢」のことで、広義にはケモノの意である。イノシシ、アオシシ（カモシカ）とい
った具合である。  
v 伊藤伴内持遠の出自や消息については謎が多い。旧志津川町教育委員会の資料によれば、伊藤が
行山流鹿躍りを各地に教えてまわっていた時期は元禄年間（1688−1704）頃のようである。伊藤は
伊達藩士と伝えられているのだが、当該時期の伊達藩士の名簿に伊藤の名を見つけることができ
なかった。伊藤が伊達藩士であったことの根拠が管見の限り見当たらない。念のため記しておく
と、伊藤は、いわゆる西から流入した芸能民である可能性もありうる。なお、過去帳が残されて
いたと思われる水戸辺集落の菩提寺である慈眼寺は、2011 年の津波で本堂ごと全壊滅しており、
当該地域の文書などが流出した。  
vi 速水融『歴史人口学研究』藤原書店、2009。  
vii 鹿躍りと鹿踊りのふたつの表記がある。前者は水戸辺での表記であり、後者は宮沢賢治の作品
での表記である。  
viii 2011 年は 1611 年の慶長地震から 400 周年だったことから、慶長津波の規模とその後の復興事
業に関わる歴史分野の再検討が、東北大学を中心に集中的に議論された。鳥羽徳太郎  研究報告
「1611 慶長三陸津波の規模」  
ix 鉄や金といった山をめぐる職能集団であった修験の流入と、水戸辺流域の開発事業とどこまで
接点を持つのか未知数であるが、南三陸から気仙沼大谷鉱山一帯は花崗岩地帯で、近世には金堀
りが行われていたことが知られている。  
x 『けふのせはのゝ』所収『菅江真澄全集 第 1 巻』、未来社、1990．  
xi 『鹿踊りのはじまり』所収『宮沢賢治全集 12』、筑摩書房、1995．なお、「鹿踊りのはじまり」
が発表されたのは 1921 年である。  
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